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今
回
で
八
回
目
と
な
る
台
湾
李
登
輝
学
校

研
修
団
は
十
一
月
三
十
日
か
ら
十
二
月
四
日

の
日
程
で
開
催
。
団
長
を
務
め
る
の
は
、
通

算
七
回
目
の
参
加
と
い
う
滋
賀
県
の
竹た
け

市い
ち

敬け
い

二じ

氏
。
帝
国
海
軍
出
身
で
八
十
一
歳
の
竹
市

さ
ん
は
李
登
輝
校
長
か
ら
も
「
竹
市
さ
ん
、

若
い
ね
」
と
お
褒
め
に
あ
ず
か
っ
た
エ
ピ
ソ

ー
ド
を
持
つ
。
副
団
長
は
前
回
も
副
団
長
を

務
め
た
、
通
算
五
回
参
加
の
高た
か

松ま
つ

好よ
し

夫お

氏
。

今
回
の
参
加
者
は
十
五
名
で
、
前
回
ま
で

と
比
べ
る
と
や
や
小
規
模
。
台
湾
は
年
明
け

か
ら
立
法
委
員
選
挙
、
総
統
選
挙
と
続
き
、

日
程
調
整
の
点
か
ら
来
年
上
半
期
の
開
催
は

難
し
く
、
こ
の
時
期
の
開
催
に
な
っ
た
次
第

だ
。「
忙
し
い
年
の
瀬
で
は
参
加
で
き
な

い
」
と
お
叱
り
を
い
た
だ
い
た
方
々
に
は
改

め
て
お
詫
び
申
し
上
げ
た
い
。

【
第
一
日
・
十
一
月
三
十
日　

台
中
】

夕
方
、
台
湾
桃
園
国
際
空
港
に
到
着
し
た

一
行
は
そ
の
ま
ま
バ
ス
で
台
中
市
へ
移
動
。

台
中
市
在
住
の
李
登
輝
学
校
卒
業
生
に
出
迎

え
ら
れ
、「
活
力
珈
琲
館
」
で
夕
食
を
兼
ね

て
野
外
研
修
を
行
っ
た
。
こ
こ
は
台
湾
で
は

知
る
人
ぞ
知
る
カ
フ
ェ
。
一
見
、
ク
ラ
シ
ッ

ク
の
か
か
る
＂
名
曲
喫
茶
＂
の
印
象
な
の
だ

が
、
オ
ー
ナ
ー
の
高
さ
ん
が
見
せ
て
く
れ
た

ア
ル
バ
ム
に
は
、
独
立
派
大
物
の
顔
が
ズ
ラ

リ
。
そ
う
、
こ
こ
は
台
湾
派
が
集
ま
る
＂
サ

ロ
ン
＂
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
の
だ
。

お
腹
を
空
か
せ
た
一
行
に
振
舞
わ
れ
た
の

は
「
鉄
路
弁
当
（
駅
弁
）」。
台
湾
の
駅
弁
は

日
本
時
代
か
ら
の
歴
史
が
あ
り
、
醤
油
で
甘

辛
く
煮
付
け
ら
れ
た
排
骨
飯
に
研
修
生
も
舌

鼓
。
そ
こ
へ
台
中
に
滞
在
中
の
黄
文
雄
・
本

会
常
務
理
事
が
激
励
の
た
め
、
タ
ク
シ
ー
を

飛
ば
し
て
駆
け
つ
け
て
下
さ
っ
た
。
突
然
の

ゲ
ス
ト
登
場
に
一
行
か
ら
は
大
き
な
拍
手
。

前
回
こ
の
カ
フ
ェ
を
訪
ね
た
際
は
休
み
だ
っ

た
と
い
う
黄
先
生
も
、
こ
の
カ
フ
ェ
の
ア
ル

バ
ム
に
納
ま
っ
た
よ
う
だ
。

【
第
二
日
・
十
二
月
一
日　

台
中
／
彰
化
】

本
日
最
初
の
野
外
研
修
地
は
彰
化
市
に
あ

る
台
湾
鉄
路
局
・
彰
化
車
庫
。
我
々
を
歓
迎

し
て
下
さ
っ
た
の
は
、
彰
化
機
関
区
の
段
長

（
彰
化
地
区
の
最
高
責
任
者
）
を
務
め
る
宋

鴻
康
さ
ん
。
宋
さ
ん
は
た
だ
い
ま
日
本
語
勉

強
中
。
照
れ
な
が
ら
も
簡
単
な
挨
拶
を
日
本

語
で
し
て
い
た
だ
き
、
研
修
団
か
ら
大
き
な

拍
手
が
。
そ
の
後
の
通
訳
に
は
、
李
登
輝
学

校
卒
業
生
で
、
毎
回
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

お
馴
染
み
の
李
清
興
さ
ん
に
お
願
い
し
た
。

彰
化
車
庫
の
目
玉
は
「
扇
形
車
庫
」。
日

本
時
代
の
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
年
）、

蒸
気
機
関
車
の
時
代
に
先
頭
車
両
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
基
地
と
し
て
建
設
さ
れ
、
そ
の
名
が

李
登
輝
校
長
と

「
千
の
風
に
な
っ
て
」を
大
合
唱

青
年
部
初
代
部
長

早は
や

川か
わ　

友と
も

久ひ
さ

第
八
回
李
登
輝
学
校
研
修
団
レ
ポ
ー
ト

「霊安故郷」碑に拝礼する竹
市団長
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示
す
よ
う
に
、
扇
を
開
い
た
形
に
似
て
い
る

の
が
特
徴
だ
。
当
時
、
五
ヵ
所
に
設
置
さ
れ

た
扇
形
車
庫
も
現
存
す
る
の
は
彰
化
の
み
。

現
在
は
文
化
財
と
し
て
保
護
さ
れ
て
い
る
。

驚
い
た
の
は
我
々
の
た
め
に
、
一
台
の
車

両
を
わ
ざ
わ
ざ
動
か
し
て
く
れ
た
こ
と
。
実

際
に
扇
形
車
庫
が
使
わ
れ
て
い
る
姿
を
目
の

当
た
り
に
し
、
研
修
生
か
ら
は
「
特
に
鉄
道

フ
ァ
ン
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
の
に
、
こ
ん

な
に
楽
し
め
る
な
ん
て
」
と
感
激
の
声
が
。

台
中
市
に
戻
っ
た
一
行
は
、
続
い
て
台
中

放
送
局
へ
。
開
局
は
日
本
時
代
の
昭
和
十
年

（
一
九
三
五
年
）。
修
復
さ
れ
ク
リ
ー
ム
色
に

塗
ら
れ
た
建
物
も
現
役
な
ら
、
中
身
も
ラ
ジ

オ
局
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
現
役
。
整
備
さ

れ
た
中
庭
に
は
日
本
時
代
の
美
し
い
石
灯
籠

を
椰
子
の
木
が
見
下
ろ
し
て
い
る
。

昼
食
後
に
訪
れ
た
の
は
「
台
湾
の
靖
国
神

社
」
と
称
さ
れ
る
宝
覚
禅
寺
。
境
内
に
は
大

東
亜
戦
争
で
日
本
人
と
共
に
散
っ
た
台
湾
出

身
の
兵
隊
さ
ん
を
慰
霊
す
る
、
李
登
輝
前
総

統
の
揮
毫
に
な
る
「
霊
安
故
郷
」
碑
と
、
日

本
時
代
に
台
湾
に
埋
葬
さ
れ
た
も
の
の
、
戦

後
長
ら
く
荒
れ
果
て
て
い
た
台
湾
北
部
と
中

部
の
日
本
人
墓
地
な
ど
の
遺
骨
を
ま
と
め
て

埋
葬
し
た
「
日
本
人
遺
骨
安
置
所
」
も
建
て

ら
れ
て
い
る
。
研
修
団
は
ど
ち
ら
に
も
感
謝

を
こ
め
て
献
花
し
頭
を
垂
れ
た
。

続
い
て
の
研
修
は
台
中
公
園
。
こ
こ
で
は

日
本
時
代
の
台
中
神
社
を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き

る
。
倒
さ
れ
た
ま
ま
放
置
さ
れ
た
台
中
神
社

の
鳥
居
を
見
学
。
ふ
と
見
る
と
、
鳥
居
の
傍

ら
に
は
プ
レ
ー
ト
が
立
ち
「
日
本
時
代
の
台

中
神
社
の
鳥
居
」
と
説
明
が
添
え
ら
れ
て
い

る
。
そ
う
言
え
ば
、
こ
の
台
中
公
園
も
戦

後
、「
中
山
公
園
」（
中
山
は
孫
文
の
号
）
と

改
称
さ
れ
た
が
、
二
〇
〇
〇
年
に
市
民
の
要

望
で
名
称
を
復
活
。
日
本
時
代
の
歴
史
を
抹

殺
し
よ
う
と
し
た
国
民
党
だ
が
、「
歴
史
は

歴
史
」
と
割
り
切
っ
た
台
湾
人
と
の
相
容
れ

な
さ
を
見
た
よ
う
な
気
が
す
る
。

台
中
で
の
野
外
研
修
を
終
え
、
バ
ス
に
乗

り
込
ん
だ
一
行
は
一
路
、
淡
水
へ
。
今
回
の

宿
泊
お
よ
び
講
義
は
従
来
の
桃
園
・
渇
望
学

習
セ
ン
タ
ー
で
は
な
く
、
李
登
輝
学
校
の
オ

フ
ィ
ス
が
あ
る
淡
水
で
行
わ
れ
る
。
桃
園
は

周
囲
か
ら
隔
絶
さ
れ
た
研
修
地
だ
っ
た
が
、

今
回
は
夜
市
や
台
北
市
内
に
も
出
掛
け
て
市

活力珈琲館に駆けつけた黄文雄常務理事（11
月30日）

彰化車庫の扇形車庫の前で（12月1日）

林明徳先生（12月2日）

馬薩道輝先生（12月2日）
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井
の
人
々
の
暮
ら
し
を
実
感
し
て
も
ら
お
う

と
い
う
台
湾
側
の
粋
な
計
ら
い
だ
。

淡
水
に
到
着
し
た
一
行
は
、
赤
レ
ン
ガ
の

古
跡
が
美
し
い
「
紅
楼
」
で
夕
食
。
台
中
で

の
研
修
と
移
動
で
や
や
疲
れ
た
の
か
、
夜
市

も
そ
こ
そ
こ
に
投
宿
先
へ
。

【
第
三
日
・
十
二
月
二
日　

淡
水
】

ホ
テ
ル
か
ら
講
義
教
室
ま
で
は
徒
歩
五
分

ほ
ど
の
距
離
。
李
登
輝
学
校
本
部
が
入
る
瀟

洒
な
ビ
ル
の
一
室
だ
。

講
義
は
林
明
徳
先
生
（
台
湾
師
範
大
学
教

授
）
の
「
台
湾
主
体
性
の
追
求
」
で
幕
開

け
。
過
去
四
百
年
の
間
、
台
湾
の
主
人
に
な

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
台
湾
人
の
悲
哀
と

と
も
に
、「
中
国
か
台
湾
か
」
で
揺
れ
る
台

湾
を
守
る
た
め
に
は
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の

確
立
が
最
重
要
で
あ
る
と
断
言
し
た
。

休
憩
時
に
は
コ
ー
ヒ
ー
や
烏
龍
茶
な
ど
が

用
意
さ
れ
、
台
湾
側
ス
タ
ッ
フ
の
気
配
り
に

感
謝
。
研
修
生
が
講
師
の
先
生
を
コ
の
字
型

に
囲
む
よ
う
に
机
が
配
置
さ
れ
て
い
る
の

で
、
双
方
の
距
離
が
近
く
感
じ
ら
れ
、
質
問

の
手
も
活
発
に
挙
が
っ
て
い
る
。

午
後
は
「
原
住
民
の
発
展
」
と
題
す
る
馬マ

薩サ

道ト
ウ

輝ホ
ェ
イ

先
生
の
講
義
だ
が
、
馬
薩
先
生
の

美
し
い
日
本
語
に
は
感
動
す
ら
覚
え
る
。
前

回
の
研
修
の
後
、
礼
状
を
認
め
た
筆
者
に
い

た
だ
い
た
返
信
も
格
調
高
い
日
本
語
で
綴
ら

れ
て
お
り
、
思
わ
ず
背
筋
が
伸
び
た
。

夕
方
か
ら
は
最
後
の
野
外
研
修
へ
。
来
月

に
迫
っ
た
立
法
委
員
選
挙
が
二
日
前
に
告
示

さ
れ
て
初
め
て
の
週
末
。
そ
こ
か
し
こ
で
選

挙
カ
ー
が
が
な
り
立
て
、
幟
が
は
た
め
い
て

い
る
。
そ
の
選
挙
演
説
会
場
を
視
察
し
よ
う

と
訪
れ
た
の
は
、
台
北
県
で
立
候
補
し
て
い

る
荘
孟
学
氏
（
台
湾
団
結
連
盟
）。
こ
の
名

前
に
ピ
ン
と
来
る
人
も
多
い
だ
ろ
う
。
荘
氏

の
前
職
は
李
登
輝
学
校
教
育
部
長
だ
。
馴
染

み
の
顔
が
駆
け
付
け
た
こ
と
で
緊
張
気
味
の

荘
氏
の
顔
も
い
く
ぶ
ん
綻
ぶ
。
研
修
生
も
台

湾
の
選
挙
を
実
感
で
き
て
満
足
そ
う
だ
。

【
第
四
日
・
十
二
月
三
日　

淡
水
】

今
日
の
講
義
は
李
登
輝
前
総
統
と
台
湾
民

主
化
を
テ
ー
マ
に
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
『
台
湾
民
主

化
之
道
』
観
賞
で
ス
タ
ー
ト
。

続
い
て
、
郭
生
玉
・
李
登
輝
学
校
教
頭
か

ら
歓
迎
の
挨
拶
。
引
き
続
き
黄
昭
堂
・
台
湾

独
立
建
国
連
盟
主
席
の
講
義
へ
と
突
入
。
風

雲
急
を
告
げ
て
き
た
「
立
法
委
員
選
挙
と
総

統
選
挙
」
を
テ
ー
マ
に
、
黄
主
席
は
「
国
際

法
上
、
台
湾
が
置
か
れ
た
現
状
は
歴
史
上
今

ま
で
な
く
、
い
わ
ば
判
決
を
待
っ
て
い
る
状

態
。
こ
の
現
状
を
打
破
す
る
に
は
さ
ら
に
台

湾
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
強
化
す
る
必

要
が
あ
る
」
と
喝
破
。

午
後
は
、
元
東
京
新
聞
台
北
支
局
長
の
迫さ
こ

田た

勝か
つ

敏と
し

先
生
の
講
義
で
ス
タ
ー
ト
。「
日
本

人
の
台
湾
生
活
経
験
」
と
題
し
た
講
義
は
、

台
湾
に
魅
せ
ら
れ
た
あ
ま
り
退
職
後
に
住
み

着
い
て
し
ま
っ
た
迫
田
先
生
な
ら
で
は
の
経

験
談
を
披
露
。「
自
分
は
台
湾
人
」
と
い
う

確
固
た
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
持
っ
た
台

湾
人
が
飛
躍
的
に
増
加
し
た
以
上
、
台
湾
化

の
勢
い
は
止
ま
ら
な
い
だ
ろ
う
と
の
分
析
は

元
新
聞
記
者
な
ら
で
は
。

本
日
最
後
の
講
義
は
黄
天
麟
先
生
（
前
総

統
府
国
策
顧
問
）。
財
界
の
重
鎮
で
も
あ
る
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黄
先
生
は
相
変
わ
ら
ず
柔
ら
か
な
物
腰
で
難

解
な
経
済
を
解
き
明
か
し
て
い
く
。
経
済
だ

け
の
状
態
を
見
れ
ば
、
台
湾
が
中
国
に
飲
み

込
ま
れ
る
の
は
時
間
の
問
題
と
す
る
黄
先
生

の
講
義
に
、
危
機
感
を
感
じ
た
研
修
生
か
ら

次
々
と
手
が
挙
が
る
。

濃
密
な
一
日
を
終
え
た
研
修
生
だ
が
、
な

ぜ
か
外
出
し
な
い
。
今
宵
は
ア
ジ
ア
五
輪
予

選
の
決
勝
「
日
本
VS
台
湾
」
の
生
中
継
が
あ

る
の
だ
。
途
中
リ
ー
ド
さ
れ
な
が
ら
も
凱
歌

を
揚
げ
た
日
本
チ
ー
ム
に
、
各
部
屋
で
は
ビ

ー
ル
で
乾
杯
。

【
第
五
日
・
十
二
月
四
日　

淡
水
】

あ
っ
と
い
う
間
の
最
終
日
。
い
よ
い
よ
校

長
で
も
あ
る
李
登
輝
先
生
の
講
義
で
あ
る
。

午
前
十
時
、
淡
水
河
を
望
む
大
広
間
に
颯
爽

と
現
れ
た
李
校
長
は
、
一
行
全
員
と
握
手
し

て
か
ら
講
義
開
始
。『
文
明
の
衝
突
』
を
著

し
た
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
氏
が
論

じ
る
「
国
家
の
民
主
化
に
加
担
し
た
勢
力

が
、
後
に
民
主
化
を
妨
げ
る
勢
力
に
な
る
」

と
い
う
「
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
現
象
」
を
と
り
上

げ
、
台
湾
の
民
主
化
の
停
滞
と
今
後
の
課
題

に
つ
い
て
話
さ
れ
た
。「
民
主
化
を
成
し
遂

げ
た
国
家
の
全
て
が
自
由
を
享
受
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
後
退
し
問
題
を
抱

え
て
い
る
国
家
の
方
が
多
い
」
と
す
る
李
校

長
は
、
現
在
の
台
湾
が
ま
さ
に
岐
路
に
立
っ

て
い
る
と
指
摘
。
今
一
度
、
台
湾
人
は
奮
起

し
な
け
れ
ば
民
主
化
の
後
退
に
繋
が
っ
て
し

ま
う
、
と
危
機
感
を
表
し
た
。
そ
の
後
「
最

高
指
導
者
の
条
件
」
と
し
て
安
倍
首
相
退
陣

に
も
言
及
、
質
問
に
も
丁
寧
に
答
え
ら
れ
て

一
時
間
の
講
義
は
あ
っ
と
い
う
間
に
終
了
し

た
（
４
頁
参
照
）。

修
業
式
で
は
李
校
長
自
ら
研
修
生
一
人
ひ

と
り
に
修
了
証
書
を
手
渡
さ
れ
、
記
念
撮

影
。「
続
き
は
食
事
し
な
が
ら
お
し
ゃ
べ
り

し
ま
し
ょ
う
」
と
、
大
テ
ー
ブ
ル
に
李
校
長

を
一
同
が
囲
ん
だ
昼
食
会
で
は
、
講
義
の
続

き
の
よ
う
に
研
修
生
か
ら
質
問
が
飛
び
、
李

校
長
も
丁
々
発
止
と
答
え
ら
れ
て
大
盛
り
上

が
り
。
最
高
潮
は
、
李
校
長
が
「
一
日
中
聞

い
て
い
る
」
と
い
う
「
千
の
風
に
な
っ
て
」

を
全
員
で
大
合
唱
。
目
を
閉
じ
て
熱
唱
さ
れ

る
李
校
長
を
囲
み
、
今
回
も
充
実
し
た
李
登

輝
学
校
研
修
団
は
幕
を
下
し
た
。

黄昭堂先生（12月3日）

迫田勝敏先生（12月3日）

黄天麟先生（12月3日）

研修生と一緒に「千の風になって」を熱唱され
た李登輝先生（12月4日）


